
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

味の素株式会社（社長：西井孝明 本社：東京都中央区）は、本日開催の取締役会において、社外取締役を

除く取締役ならびに執行役員および理事（国内非居住者を除く。以下、併せて「役員等」という）に対して  

２０１７年度より導入している、役員等に対する中期業績連動型株式報酬制度（以下「本制度」という）の 

一部改定に関する議案を、２０２０年６月２４日開催予定の第１４２回定時株主総会において付議すること

を決議しましたので、下記の通りお知らせします。 

 

記 

 

１．本制度における改定後の内容等 

(１) 本制度の概要 

本制度は、２０１７年４月１日から開始する３事業年度を評価対象期間（以下「対象期間」という）として、

当社が委託者として設定する株式交付信託（以下「信託」という）を用いて、役位および中期経営計画の目標

達成度に応じて、役員等に当社株式および当社株式の換価処分金相当額の金銭（以下「当社株式等」という）

を交付または給付（以下「交付等」という）する制度です。 

今般、本制度の対象期間が終了することから、新たな対象期間を２０２０年４月１日から２０２３年３月 

３１日までの３事業年度として、信託を延長し、本制度の一部を改定して継続します。 

 

(２) 本制度の改定内容 

今回の改定は、「２０２０-２０２５中期経営計画」の目標を達成し、当社グループの中長期的な業績向上と

企業価値の増大への役員等の貢献意欲を更に高めることを目的に、本制度における評価指標および報酬の  

変動範囲を見直すとともに、本制度の継続に伴う所要の変更を行うものです。 

改定後における本制度の主な内容は、次の通りです。 

 
 

  

２０２０年５月２５日 

味の素㈱ 役員等に対する中期業績連動型株式報酬制度の 

一部改定に関するお知らせ 



本制度の対象者 

対象期間中に当社の取締役（社外取締役を除く）、執行役員または理事であること 

（対象期間を通じて国内非居住者である者および２０２０年６月３０日までに退任

する者を除く） 

対象期間 ２０２０年４月１日から２０２３年３月３１日までの３年間 

当社が信託に拠出

する金銭の上限 

対象期間に対して２２億円 

延長前の信託期間の末日（２０２０年８月３１日）に信託財産内に残存する当社  

株式（簿価評価）および金銭の額の合計額ならびに追加拠出する金銭の額の合計額 

信託が取得し、交付

等 の 対 象 と な る 

当社株式数の上限 

対象期間に対して１１０万株（発行済株式総数に対する割合０.２０％） 

業績連動の内容 

ア．評価指標 

  以下の５つを評価指標とします。なお、ＲＯＩＣ（投下資本利益率）達成率、重点

事業売上高比率達成率および相対ＴＳＲ(株主総利回り)は、目標値に対する達成率

が８０％を下回る場合、また、従業員エンゲージメントおよびＥＳＧ目標は、未達成

と自己評価した場合は、当該評価指標にかかる報酬は支給されません。 

評価指標 目標値 評価ウエイト 

ＲＯＩＣ(投下資本利益率）達成率 ※１ ８.０％  ６０％ 

重点事業売上高比率達成率 ※２ ７０％  ２０％ 

相対ＴＳＲ(株主総利回り) ※３ １  １０％ 

従業員エンゲージメント ※４ －  ５％ 

ＥＳＧ目標 ※５ －  ５％ 

※１ 対象期間の各年度の目標達成率の加重平均値 

（加重平均ウエイト：２０２０年度 ２５％、２０２１年度 ２５％、２０２２年度 

５０％） 

ＲＯＩＣ（投下資本利益率）は、以下の算定式に基づき算出します（いずれの数値も

連結ベース）。 

∴ＲＯＩＣ＝（事業年度の税引後営業利益）÷｛（事業年度の投下資本）＋（前事業

年度の投下資本）÷２｝ 

＊投下資本＝親会社の所有者に帰属する株主資本＋有利子負債 

※２  ２０２２年度の目標達成率 

重点事業売上高比率は、以下の算定式に基づき算出します（いずれの数値も連結  

ベース）。 

∴重点事業売上高比率＝（２０２２年度の重点事業売上高）÷（２０２２年度の連結

売上高） 

※３ ２０２２年度の目標達成率 

相対ＴＳＲは、以下の算定式に基づき算出します。 

∴相対ＴＳＲ＝（最終事業年度末日の当社株主総利回り）÷（当社株主総利回り計算

期間に相当する、配当込みＴＯＰＩＸの株主総利回り） 

※４  従業員エンゲージメント調査の結果および新中期経営計画に掲げた取組みと

達成度を自己評価 

※５  新中期経営計画に掲げたＥＳＧ目標への取組みと達成度を自己評価 

イ．中期業績連動報酬の変動範囲 

標準達成水準を１００％として、０％から２００％の範囲で変動 

役員等に交付等が

行われる当社株式

等 の 対 象 と な る 

当社株式数 

評価指標ごとの目標達成率と評価ウエイトから算定される評価指数に、予め設定 

した役位別の中期業績連動報酬額を乗じて得られた金額の総額を、２０２０年３月

３１日の当社株式の終値（２０１０.５円）で除して得られた数とします。１００株

未満は切り捨てます。 

信託期間中に信託に属する当社株式が株式の分割、株式の無償割当て、株式の併合

等によって増加または減少した場合は、分割比率等に基づき交付等する当社株式等

の数を調整します。 

 



その他、対象者への当社株式等の交付等の時期、当社株式の取得方法、本制度・信託の延長等、本制度の  

内容に変更はありません。 

導入時の本制度内容については、２０１７年４月２７日公表の「役員等に対する業績連動型株式報酬制度の 

導入に関するお知らせ」をご参照ください。 

 

(３)「業績連動の内容」の新旧比較 

主要な改定項目である「業績連動の内容」は、次の通り改定します。 

改定前 改定後 

ア．評価指標（連結ベース） 

(ⅰ)事業利益額 

（対象期間の最終年度(２０１９年度)の目標  

１,２４０億円） 

(ⅱ)総資産事業利益率(ＲＯＡ) 

（対象期間の最終年度(２０１９年度)の目標８.８％） 

 

 

 

 

 

 

 

ア．評価指標（連結ベース） 

(ⅰ)ＲＯＩＣ(投下資本利益率）達成率 

（対象期間の各年度の目標達成率の加重平均値目標 

８％） 

(ⅱ)重点事業売上高比率達成率 

（対象期間の最終年度(２０２２年度)の目標 ７０％） 

(ⅲ)相対ＴＳＲ(株主総利回り) 

（対象期間の最終年度(２０２２年度)の目標 １） 

(ⅳ)従業員エンゲージメント 

(従業員エンゲージメント調査の結果および新中期 

経営計画に掲げた取組みと達成度を自己評価) 

(ⅴ)ＥＳＧ目標 

(ＥＳＧ目標への取組みと達成度を自己評価) 

イ．業績連動報酬の変動範囲 

標準達成水準を１００％として、０％から１７０％

の範囲（６段階）で変動 

イ．業績連動報酬の変動範囲 

標準達成水準を１００％として、０％から２００％

の範囲で変動 

 

以上 

 

 参 考  

２０１７年４月２７日付プレスリリース 「業績連動型株式報酬制度の導入に関するお知らせ」 

https://www.ajinomoto.co.jp/company/jp/presscenter/press/detail/2017_04_27_03.html 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件に関する報道関係者からのお問い合わせ先：Pr_media 

 

味の素グループは、“アミノ酸のはたらき”で食習慣や高齢化に伴う課題を解決し、人々のウェルネスを共創する、食と健康の  

課題解決企業を目指しています。 

私たちは、“Eat Well, Live Well.”をコーポレートメッセージに、アミノ酸が持つ可能性を科学的に追求し、事業を通じて地域

や社会とともに新しい価値を創出することで、さらなる成長を実現してまいります。 

味の素グループの2019年度の売上高は1兆1,000億円。世界35の国・地域を拠点に置き、商品を販売している国・地域は130以上に

のぼります（2020年現在）。詳しくは、www.ajinomoto.co.jpをご覧ください。 
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